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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  一体型リテーナを有するシュラウドハンガのアセンブリであって、
  第１の壁（７２）及び第２の壁（７４）を有するセラミック基複合材のシュラウドハン
ガ（７０）であって、第１の壁（７２）と第２の壁（７４）との間に延びる支持壁（７６
）を有し、支持壁（７６）が円周方向の端部付近に肩部（７７、７９）を有する、シュラ
ウドハンガ（７０）と、
  支持壁（７６）から垂下し、円周方向に延びる第１の下部脚部（８２）及び第２の下部
脚部（８４）を有するリテーナ（８０）と、
  第１の下部脚部（８２）によって支持される第１のシュラウド（４１）と、第２の下部
脚部（８４）によって支持される第２のシュラウド（４１）と
  を備える一体型リテーナを有するシュラウドハンガのアセンブリ。
【請求項２】
  シュラウド（４１）の端部（６８）が、シュラウドハンガ（７０）の端部からずれてい
る、請求項１記載の一体型リテーナを有するシュラウドハンガのアセンブリ。
【請求項３】
  リテーナ（８０）が実質的にＴ字形である、請求項１記載の一体型リテーナを有するシ
ュラウドハンガのアセンブリ。
【請求項４】
  第１の壁（７２）及び第２の壁（７４）の一方が前方壁であり、第１の壁（７２）及び
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第２の壁（７４）の他方が後方壁である、請求項１記載の一体型リテーナを有するシュラ
ウドハンガのアセンブリ。
【請求項５】
  リテーナ（８０）が第１の垂下部材（８１）を有し、該第１の垂下部材（８１）によっ
て前記支持壁（７６）から垂下する、請求項１記載の一体型リテーナを有するシュラウド
ハンガのアセンブリ。
【請求項６】
  リテーナ（８０）が、第１の垂下部材（８１）から隔置された第２の垂下部材（８３）
を有し、該第１の垂下部材（８１）と共に該第２の垂下部材（８３）によって前記支持壁
（７６）から垂下する、請求項５記載の一体型リテーナを有するシュラウドハンガのアセ
ンブリ。
【請求項７】
  支持壁（７６）が、円周方向に延びる、請求項１記載の一体型リテーナを有するシュラ
ウドハンガのアセンブリ。
【請求項８】
  第１の下部脚部（８２）及び第２の下部脚部（８４）が、前記支持壁（７６）より小さ
い円周長さを有する、請求項７記載の一体型リテーナを有するシュラウドハンガのアセン
ブリ。
【請求項９】
  前記第１の下部脚部（８２）及び前記第２の下部脚部（８４）がそれぞれ、第１及び第
２のシュラウド（４１）の円周方向端部に設けられた開口を通ってシュラウド（４１）内
に配置される、請求項１記載の一体型リテーナを有するシュラウドハンガのアセンブリ。
【請求項１０】
  前記第１の下部脚部（８２）及び前記第２の下部脚部（８４）が、リテーナ（８０）の
端部付近にパッド（８６、８８）を有する、請求項１記載の一体型リテーナを有するシュ
ラウドハンガのアセンブリ。
【請求項１１】
  パッド（８６、８８）及び肩部（７７、７９）がシュラウド（４１）を捕獲する、請求
項１０記載の一体型リテーナを有するシュラウドハンガのアセンブリ。
【請求項１２】
  前記第１の下部脚部（８２）及び前記第２の下部脚部（８４）が、シュラウド（４１）
を第１の円周位置で支持するパッド（８６、８８）を有する、請求項１記載の一体型リテ
ーナを有するシュラウドハンガのアセンブリ。
【請求項１３】
  肩部（７７、７９）が、シュラウド（４１）を第２の円周位置で拘束する、請求項１２
記載の一体型リテーナを有するシュラウドハンガのアセンブリ。
【請求項１４】
  肩部（７７、７９）が下方へ垂下し、パッド（８６、８８）が上方へ延びる、請求項１
３記載の一体型リテーナを有するシュラウドハンガのアセンブリ。
【請求項１５】
  シュラウドハンガ（７０）が、タービンエンジン（１０）のエンジン軸（２６）の周り
でシュラウド（４１）を保持する、請求項１記載の一体型リテーナを有するシュラウドハ
ンガのアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　開示する実施形態は、一般に、ガスタービンエンジンに関する。より詳細には、限定で
はないが、本実施形態は、ガスタービンエンジン内で利用されるシュラウドに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　典型的なガスタービンエンジンは、概して、前方端部及び後方端部を有し、前方端部と
後方端部の間にいくつかのコア又は推進構成要素が軸方向に配置される。エンジンの前方
端部には、空気入口又は給気口が位置する。後方端部の方に向かって、給気口に続いて、
圧縮器、燃焼室、及びタービンの順に位置する。エンジン内には、たとえば低圧及び高圧
圧縮器並びに低圧及び高圧タービンなどの追加の構成要素を含むことができることが、当
業者には容易に明らかであろう。しかし、これは排他的な一覧ではない。エンジンはまた
、典型的には、エンジンの中心長手方向軸に沿って軸方向に配置された内部シャフトを有
する。内部シャフトは、タービンと空気圧縮器との両方に接続され、したがってタービン
は、空気圧縮器に回転入力を提供して、圧縮器ブレードを駆動する。
【０００３】
　動作時には、空気が圧縮器内で加圧され、燃焼器内で燃料と混合されて高温燃焼ガスを
生成し、高温燃焼ガスは、タービン段を通って下流へ流れる。これらのタービン段は、燃
焼ガスからエネルギーを抽出する。高圧タービンはまず、燃焼器から高温燃焼ガスを受け
取る。高圧タービンは、支持用ロータディスクから径方向外方へ延びる１列の高圧タービ
ンロータブレードによって燃焼ガスを下流へ誘導するステータノズルアセンブリを含む。
２段タービンでは、第１の段のブレードの下流に第２の段のステータノズルアセンブリが
配置され、それに続いて、１列の第２の段のロータブレードが、第２の支持用ロータディ
スクから径方向外方へ延びる。タービンは、燃焼ガスのエネルギーを機械エネルギーに変
換する。
【０００４】
　タービンはそれぞれ、ロータディスクから径方向外方へ延びる１つ以上の段のロータブ
レードを含むことができる。タービンロータにはシュラウドアセンブリが外接し、タービ
ンを通って流れる燃焼ガスに対する外側の境界を画定する。タービンシュラウドは、一個
構造とすることができ、又は複数のセグメントから形成することができる。
【０００５】
　いくつかの公知のシュラウドアセンブリは、タービンブレードの先端に隣接して径方向
外方へ配置された複数のシュラウドを支持するようにエンジンの外側ケーシングに結合さ
れたシュラウドハンガを含む。シュラウドとブレード先端との間の隙間を制限して、その
隙間を通って流れる燃焼ガスからのエネルギーの損失を制限することが望ましい。
【０００６】
　シュラウドは、タービンエンジンの動作温度及び圧力環境における使用に対する設計寿
命要件を満たすことが可能でなければならない。現在の材料がそのような困難な温度及び
圧力条件で効果的に動作することを可能にするために、シュラウドセグメントで使用する
ための複合材、具体的にはセラミック基複合材（ＣＭＣ）材料の使用が、金属性の部品よ
り高い耐熱性を有するという理由で行われている。しかし、そのようなセラミック基複合
材（ＣＭＣ）には、シュラウドセグメント又は構成要素としてのＣＭＣの使用の設計及び
適用中に考慮しなければならない機械特性がある。ＣＭＣ材料は、金属材料と比較すると
、引張延性又は破断までのひずみ度（ｓｔｒａｉｎ　ｔｏ　ｆａｉｌｕｒｅ）が比較的低
い。また、ＣＭＣ材料の熱膨張係数は、ＣＭＣ質材料のシュラウドに対する拘束用の支持
体又はハンガとして使用される金属合金とは著しく異なる。したがって、ＣＭＣシュラウ
ドセグメントが動作中に１つの表面上で拘束されて冷却される場合、力が生じてそのセグ
メントの破断を招く可能性がある。
【０００７】
　以上から分かるように、ガスタービンエンジンの構成要素に伴う上記その他の欠点を克
服することが望ましいはずである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】英国特許第２１１７８４３号
【発明の概要】
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【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本実施形態によれば、一体型リテーナを有するシュラウドハンガのアセンブリは、軸方
向及び円周方向に延びるセラミック基複合材のシュラウドハンガと、円周方向に延び、端
部付近に肩部を有する支持壁と、支持壁から垂下し、円周方向に延びる第１の下部脚部及
び第２の下部脚部を有するリテーナと、第１の下部脚部によって支持される第１のシュラ
ウドと、第２の下部脚部によって支持される第２のシュラウドとを含む。
【００１０】
　任意選択で、シュラウドの端部は、シュラウドハンガの端部からずれている。リテーナ
は、実質的にＴ字形とすることができる。ハンガは、前方壁及び後方壁を有することがで
きる。リテーナは、第１の垂下部材を有することができ、任意選択で、第１の垂下部材か
ら隔置された第２の垂下部材を有することができる。下部脚部は、第１のアーム及び第２
のアームより小さい円周長さを有することができる。脚部は、シュラウドの斜面でシュラ
ウド内に配置される。脚部は、リテーナの端部付近にパッドを有する。パッド及び肩部は
、シュラウドを捕獲することができる。脚部は、シュラウドを第１の円周位置で支持する
パッドを有する。肩部は、シュラウドを第２の円周位置で拘束する。肩部は下方へ垂下し
、パッドは上方へ延びる。ハンガは、シュラウドを径方向及び円周方向に保持する。
【００１１】
　上記で概説した特徴はすべて、例示的のみを目的とすることを理解されるべきであり、
本発明のさらに多くの特徴及び目的を本明細書の開示から得ることができる。したがって
、本明細書全体、特許請求の範囲、及び添付の図面をさらに読むことなしにこの概要の限
定的な解釈を理解するべきではない。
【００１２】
　本発明の実施形態について、次の図に示す。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】ガスタービンエンジンの側面断面図である。
【図２】シュラウドハンガ及びリテーナアセンブリを含む例示的なタービンシュラウドの
断面の側面図である。
【図３】タービン部内に配置されたシュラウドセグメントの等角図である。
【図４】タービン部内のハンガ及びシュラウドアセンブリの等角断面図である。
【図５】シュラウドセグメントを有する一体型のハンガ及びリテーナアセンブリの前方か
ら後方を見た図である。
【図６】図示のハンガ及びリテーナアセンブリの等角図である。
【図７】図６のアセンブリの分解等角図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　提供する実施形態を次に詳細に参照する。これらの実施形態の１つ以上の例が図面に示
されている。各例は、開示する実施形態の限定ではなく説明の目的で提供する。実際には
、本開示の範囲又は精神から逸脱することなく、本実施形態で様々な修正及び変更を加え
ることができることが当業者には明らかであろう。たとえば、一実施形態の一部として図
示又は記載する特徴を別の実施形態で使用して、さらなる実施形態をさらに得ることがで
きる。したがって、本発明は、添付の特許請求の範囲及びその均等物の範囲内のそのよう
な修正形態及び変更形態を包含することが意図される。
【００１５】
　図１～７を参照すると、一体型の分割式ＣＭＣシュラウドハンガ及びリテーナシステム
の様々な実施形態が示されている。シュラウドハンガ及びリテーナシステムは、それだけ
に限定されるものではないが、高圧及び低圧タービン並びに圧縮器を含む、ガスタービン
エンジンの様々な部分内で利用することができる。これらの実施形態では、シュラウドセ
グメントの支持用のリテーナと一体形成されたハンガを利用する。各ハンガは２つのセグ
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メントを支持し、この構成で、シュラウドハンガの端部又は分割線は、シュラウドの端面
又は斜面からずれている。ハンガとリテーナを組合せることによって、簡単な構成で部品
の複雑さが低減され、同様に重量が低減される。これらすべての特徴により、製造が改善
される。
【００１６】
　本明細書では、「軸方向（ａｘｉａｌ）」又は「軸方向に（ａｘｉａｌｌｙ）」という
用語は、エンジンの長手方向軸に沿った次元を指す。「軸方向」又は「軸方向に」ととも
に使用される「前方」という用語は、エンジン入口に向かう方向に動くこと、又は構成要
素が別の構成要素と比較するとエンジン入口に比較的近いことを指す。「軸方向」又は「
軸方向に」とともに使用される「後方」という用語は、エンジンノズルに向かう方向に動
くこと、又は構成要素が別の構成要素と比較するとエンジンノズルに比較的近いことを指
す。
【００１７】
　本明細書では、「径方向（ｒａｄｉａｌ）」又は「径方向に（ｒａｄｉａｌｌｙ）」と
いう用語は、エンジンの中心長手方向軸とエンジン外周との間を延びる次元を指す。「近
位（ｐｒｏｘｉｍａｌ）」又は「近位に（ｐｒｏｘｉｍａｌｌｙ）」という用語を、それ
自体、又は「径方向」若しくは「径方向に」という用語とともに使用することは、中心長
手方向軸に向かう方向に動くこと、又は構成要素が別の構成要素と比較すると中心長手方
向軸に比較的近いことを指す。「遠位（ｄｉｓｔａｌ）」又は「遠位に（ｄｉｓｔａｌｌ
ｙ）」という用語を、それ自体、又は「径方向」若しくは「径方向に」という用語ととも
に使用することは、エンジン外周に向かう方向に動くこと、又は構成要素が別の構成要素
と比較するとエンジン外周に比較的近いことを指す。
【００１８】
　本明細書では、「横方向（ｌａｔｅｒａｌ）」又は「横方向に（ｌａｔｅｒａｌｌｙ）
」という用語は、軸方向の次元と径方向の次元の両方に直交する次元を指す。
【００１９】
　図１を最初に参照すると、ガスタービンエンジン１０の概略側面断面図が示されている
。タービンの機能は、高圧且つ高温の燃焼ガスからエネルギーを抽出し、そのエネルギー
を仕事用の機械エネルギーに変換することである。タービンエンジン１０はエンジン入口
端部１２を有し、エンジン入口端部１２から空気がコア又はプロパルサ１３に入り、プロ
パルサ１３は、概して圧縮器１４、燃焼器１６、及び多段高圧タービン２０によって画定
される。集合的に、プロパルサ１３は、動作中に推力又は動力を提供する。ガスタービン
エンジン１０は、航空、発電、工業、船舶などに使用することができる。
【００２０】
　動作時には、空気はエンジン１０の空気入口端部１２を通って入り、１つ以上の圧縮段
を通って移動し、圧縮段で空気圧力が増大され、燃焼器１６へ誘導される。この圧縮空気
を燃料と混合して燃やして、高温燃焼ガスを提供し、ガスは燃焼器１６を出て高圧タービ
ン２０の方へ向かう。高圧タービン２０で、高温燃焼ガスからエネルギーを抽出して、タ
ービンブレードを回転させ、それによってシャフト２４を回転させる。シャフト２４は、
エンジン前面の方へ進み、タービン設計に応じて、１つ以上の圧縮器段１４、ターボファ
ン１８、又は入口ファンブレードを引き続き回転させる。ターボファン１８は、シャフト
２８によって低圧タービン２１に接続され、タービンエンジン１０に対する推力を生み出
す。低圧タービン２１はまた、さらなるエネルギーを抽出して追加の圧縮器段に動力供給
するために利用することができる。低圧空気は、同様に、エンジンの構成要素の冷却を助
けるために使用することができる。
【００２１】
　加えて図２を参照すると、例示的なタービンシュラウドの断面が示されている。タービ
ン２０は、１列の円周方向に隔置された静翼と、これらの静翼の下流で複数の円周方向に
隔置されたタービンブレードとを含む。ブレード２３は、薄片状であり、タービンロータ
ディスクに取り付けられる。ブレード２３はそれぞれ、シュラウド４０の方へ径方向に延
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びる。シュラウド４０は、エンジン軸２６の周りを円周方向に延び、複数のシュラウドセ
グメント４１から構成される。任意選択で、シュラウド４０は、１つの一個構造から形成
することができる。シュラウド４０は、高温燃焼ガスがタービン２０を通って流れるため
の外側の径方向の流路境界を画定するように、ブレード２３に対して緊密に構成される。
【００２２】
　ガスタービン１０は、エンジン軸２６又はシャフト２４の周りで軸対称であり、したが
って様々なエンジン構成要素がエンジン軸２６又はシャフト２４の周りを回転する。軸対
称のシャフト２４は、タービンエンジン前方端部を通って後方端部内へ延び、中心線２６
の周りを回転するようにシャフト構造の長さに沿って軸受によって支えられる。シャフト
２４は、シャフト２４の回転とは独立に低圧タービンシャフト２８の回転を可能にするよ
うに、中空とすることができる。シャフト２８はまた、エンジンの中心線軸２６の周りを
回転することができる。動作中、シャフト２８は、タービンのロータアセンブリなど、シ
ャフトに接続された他の構造とともに回転して、電力及び工業又は航空の使用領域で使用
される様々なタイプのタービンに対する動力又は推力を生み出す。
【００２３】
　図２を再び参照すると、タービン２０の側面断面図が示されている。エンジン軸２６（
図１）の周りを、エンジンケーシング３５が円周方向に延びる。エンジンケーシング３５
の径方向内方の側部から、ハンガ７０が延びている。ハンガ７０は、エンジン軸２６の周
りでシュラウドセグメント４１を円形の構成で保持し、タービン２０内に流れ境界を画定
する。
【００２４】
　図３を次に参照すると、例示的なシュラウドセグメント４１の等角図が示されている。
各シュラウドセグメント４１は、径方向内側の壁４２及び径方向外側の壁４４並びに前方
壁４６及び後方壁４８によって画定された略中空の横断面形状を有する。様々な横断面形
状を画定することができ、図示の形状は限定と見なされるべきではない。壁４２、４４、
４６、４８は、中空の内部又は空胴５０を画定し、空気は空胴５０を通過して、シュラウ
ドセグメント４１を冷却することができる。遷移壁５２がまた、前方壁４６と径方向外側
の壁４４との間に位置することができる。遷移壁５２は、図示のように湾曲させることが
でき、又はエンジン１０の長手方向軸２６に対して鋭角をなすことができる。壁４２、４
４、４６、４８、５２は、これらの壁の交差線間で、丸い角の遷移、鋭角の遷移、又は直
角の遷移によって接合することができる。本明細書に示すように、これらの壁は、概して
丸くなっており、部品の製造を改善することができる。
【００２５】
　径方向内側の壁４２は、前方壁４６及び後方壁４８を越えて延び、前方張り出し部分５
４及び後方張り出し部分５６を画定する。複数のシュラウドセグメント４１がともに配置
されたとき、径方向に内側の壁４２に沿って実質的に連続する流れ表面６０が画定される
。これは、図５の前方から後方を見た図で最もよく見える。
【００２６】
　シュラウドセグメント４１は端面６８を含み、これを一般に「斜面」と呼ぶ。斜面６８
は、エンジン１０の中心線軸に対して平行な平面内に位置することができ、この平面を「
径方向平面」と呼び、又は斜面６８は、径方向平面からわずかにずらすことができ、若し
くはその他の方法で、そのような径方向平面に対して鋭角をなすように向けることができ
る。斜面に沿って逃げ部６２、６４が位置し、隣接セグメント４１の隣接逃げ部と組合せ
て、開口を形成する。複数のセグメント４１がシュラウド又はシュラウドアセンブリ４０
を形成するように配置されたとき、シュラウド４０は、斜面６８に位置する隣接逃げ部６
２、６４によって形成された複数の円周方向に隔置された開口を有する。シュラウド４０
は、これらの位置でエンジンケーシング３５（図２）から支持される。
【００２７】
　セグメント４１が組み立てられて完全な輪になったとき、隣接するシュラウドセグメン
ト４１の端面６８間に間隙が存在することがある。端面６８には、１つ以上の封止を設け
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ることができる。これらの封止は、概して、隣接するセグメント４１間の間隙にまたがる
ように端面内のスロット内に挿入される金属又は他の適した材料の細片から形成される「
スプライン」封止として知られている。
【００２８】
　シュラウドセグメント４１は、それだけに限定されるものではないが、セラミック基複
合材（ＣＭＣ）を含む、様々な低延性で低熱膨張係数の材料から構築することができる。
概して、ＣＭＣ材料は、セラミックファイバ、たとえば炭化ケイ素（ＳｉＣ）を含み、こ
れらからなる形態が、窒化ホウ素（ＢＮ）などの適合材料で被覆される。繊維は、セラミ
ック質基材で被覆され、その１つの形は、炭化ケイ素（ＳｉＣ）である。典型的には、シ
ュラウドセグメント４１はまた、他の低延性で高温可能な材料から構築することができる
。ＣＭＣ材料は、概して、約１％以下の室温引張延性を有し、本明細書では、低引張延性
材料を画定するために使用される。概して、ＣＭＣ材料は、約０．４％～約０．７％の範
囲の室温引張延性を有する。
【００２９】
　ＣＭＣ材料は、繊維の長さ（「繊維方向」）に対して平行な方向の材料張力強度が直交
方向の張力強度より強いという特徴を有する。この直交方向は、基材層間の２次又は３次
繊維方向を含むことができる。様々な物理特性はまた、繊維方向と基材方向との間で異な
ることができる。
【００３０】
　シュラウドセグメントの流路６０は、環境障壁被覆層６６を組み込むことができ、この
層は、ＣＭＣ材料との使用に適した公知のタイプの研磨可能材料及び／又は耐摩擦性材料
とすることができる。この層は、「摩耗コート」６６と呼ばれることがある。本明細書で
は、「研磨可能」という用語は、タービンブレード２３がシュラウドセグメント４１内で
高速で回転している間、タービンブレード２３の先端との接触中に、タービンブレード先
端をほとんど又はまったく損傷することなく、摩耗コート６６を研磨、研削、又は腐食で
除去することが可能であることを示唆する。この研磨可能特性は、摩耗コート６６の材料
組成の結果、その物理的構成、又はそれらのいくつかの組合せによって得ることができる
。摩耗コート６６は、イットリア安定化ジルコニア又はバリウムストロンチウムアルミノ
シリケートなどのセラミック層を含むことができる。摩耗コート６６を作製するのに適し
た例示的な組成及び方法は、参照により本明細書に組み込まれている米国特許第７，７４
９，５６５号（Ｊｏｈｎｓｏｎら）に記載されている。
【００３１】
　図４を次に参照すると、ハンガと一体型リテーナのアセンブリ３０の断面図である。ハ
ンガ７０は、第１の壁７２と、第１の壁の後方の第２の壁７４とを含む。径方向外側の端
部において、ハンガは、ハンガ７０をエンジンケーシング３５（図２）に接続するための
タブ７３、７５を含む。第１の壁７２と第２の壁７４との間には、リテーナ支持壁７６が
延びる。一実施形態によれば、壁７６は、第１の壁７２におけるより低い径方向高さから
、第２の壁７４におけるより高い径方向高さへテーパ付けられている。
【００３２】
　リテーナ支持壁７６から、リテーナ８０が垂下する。リテーナ８０は、第１の部材８１
及び第２の部材８３から形成される。壁７６と、部材８１、８３と、脚部８２、８４との
間には、中空の開口８５が形成される。別法として、たとえば重量が問題にならない応用
例では、中空の領域８５を材料で充填することができる。脚部８２、８４は、隣接する逃
げ部６２、６４によって画定された開口を通って配置される。
【００３３】
　図５を次に参照すると、ハンガ７０の前方から後方を見た図が示されており、２つの隣
接するシュラウドセグメント４１が支持されている。ハンガ７０は、ハンガ７０の端部が
シュラウドセグメント４１の端面又は斜面６８からずれるように形成される。ハンガ７０
は、この簡略図に見られるように、円周方向及び深さに関する軸方向に延びる上部タブ７
３、７５を有する。リテーナ支持壁７６は、円周方向に延びて、第１のアーム９２及び第
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２のアーム９４を画定する。アーム９２、９４は、対向する肩部７７、７９で終端する。
肩部７７、７９は、隣接するシュラウドセグメント４１の円周長さに沿って中心に位置す
る。
【００３４】
　ハンガ７０は、第１のアーム９２及び第２のアーム９４から下方へ垂下するリテーナ本
体８０をさらに備える。リテーナ本体８０は、本体８０の下端部から延びる脚部８２、８
４を有する。脚部８２、８４の端部付近には、パッド８６、８８が位置する。脚部８２、
８４はそれぞれ、これらのパッドの１つ以上を備えることができる。脚部８２、８４は、
パッド８６、８８が径方向外側の壁４４の下面に係合するように、隣接するシュラウド４
０の逃げ６２、６４を通って配置される。肩部７７、７９は、パッドとハンガ７０の肩部
との間のシュラウドセグメント４１が捕獲されるように、径方向外側の壁４４の上面に係
合する。この構成では、セグメント４１の径方向の動きが制限される。ハンガ７０の第１
の壁７２及び第２の壁７４は、シュラウド４０の軸方向の動きを抑制する。
【００３５】
　ハンガ７０とリテーナ８０は一体形成されており、それだけに限定されるものではない
が、たとえばセラミック基複合材（ＣＭＣ）を含む、様々な低延性で低熱膨張係数の材料
から構築することもできる。概して、ＣＭＣ材料は、セラミックファイバ、たとえば炭化
ケイ素（ＳｉＣ）を含み、これらからなる形態が、窒化ホウ素（ＢＮ）などの適合材料で
被覆される。繊維は、セラミック質基材で被覆され、その１つの形は、炭化ケイ素（Ｓｉ
Ｃ）である。ＣＭＣ材料は、繊維の長さに対して平行な方向（「繊維方向」）の材料張力
強度が直交方向の張力強度より強いという特徴を有する。この直交方向は、基材層間の２
次又は３次繊維方向を含むことができる。典型的には、ハンガ７０及びリテーナ８０は、
他の低延性で高温可能な材料から構築することができる。この構造により、より重くター
ビン部の高温高圧環境で同様に機能することができない金属のハンガ及びリテーナとは対
照的に、重量が低減される。
【００３６】
　図６及び図７を次に参照すると、アセンブリ３０及び分解されたアセンブリの等角図が
示されている。一体型リテーナ８０を有するハンガ７０が示されている。リテーナ８０は
、逃げ部６２、６４によって斜面６８に画定された開口を通って配置される。図６に示す
ように、リテーナ８０の一方の側は、シュラウドセグメント４１を保持している。図示の
シュラウドセグメント４１の右側の第２のシュラウドセグメントは、リテーナ８０の他方
の半分を示すために取り除かれている。
【００３７】
　図７に示すように、リテーナ８０は、リテーナ８０から垂下する脚部８２、８４を含み
、脚部８２、８４は、略円周方向に延びる。脚部はそれぞれ、各シュラウドセグメント４
１の頂壁４４の下面に係合するためのパッド８６、８８を含む。上部アーム９２、９４は
、リテーナ支持壁７６を画定し、肩部７７、７９を含む。これらの肩部７７、７９は、シ
ュラウド外壁４４の頂面に係合することができる。前述のように、ハンガ７０の第１の壁
７２及び第２の壁７４は、エンジン軸方向の動きを制限するように、シュラウドセグメン
ト４１の外側部分を取り囲む。シュラウドセグメント４１を円周方向に配置することで、
個々のセグメントが互いに対して円周方向に動くのを抑制する。最後に、リテーナの脚部
８２、８４及び一体型のアーム９２、９４は、シュラウドセグメント４１がタービンブレ
ード２３（図２）の方へ径方向に動くのを抑制する。
【００３８】
　構造及び方法の上記の説明は、例示の目的で提示したものである。排他的であること、
又はこれらの構造及び方法を開示の厳密な形状及び／若しくは段階に限定することを意図
するものではなく、上記の教示に照らして多くの修正形態及び変形形態が可能であること
が明らかである。本明細書に記載する特徴は、任意の組合せで組合せることができる。本
明細書に記載する方法の段階は、物理的に可能な任意の順序で実行することができる。特
定の形の複合構造について図示及び記載したが、それに限定されるものではなく、本明細
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【００３９】
　本発明の複数の実施形態について本明細書に記載及び図示したが、その機能を実行し、
且つ／又はその結果及び／若しくは本明細書に記載する利点の１つ以上を得るための様々
な他の手段及び／又は構造が、当業者には容易に考えられ、そのような変形形態及び／又
は修正形態はそれぞれ、本明細書に記載する実施形態の範囲内であると見なされる。より
一般的には、本明細書に記載するすべてのパラメータ、寸法、材料、及び構成は、例示的
な意味であること、並びに実際のパラメータ、寸法、材料、及び／又は構成は、本発明の
教示が使用される特有の１つ以上の適用分野に依存することが、当業者には容易に理解さ
れよう。本明細書に記載する本発明の特有の実施形態に対する多くの均等物が、当業者に
は理解され、又は単に通常の実験だけを使用して確認することが可能であろう。したがっ
て、上記の実施形態は、例示のみを目的として提示されており、添付の特許請求の範囲及
びその均等物の範囲内で、具体的に記載及び主張した方法とは別の方法で本発明の実施形
態を実行することができることを理解されたい。本開示の本発明の実施形態は、本明細書
に記載するそれぞれの個々の特徴、システム、物品、材料、キット、及び／又は方法を対
象とする。加えて、２つ以上のそのような特徴、システム、物品、材料、キット、及び／
又は方法の任意の組合せは、そのような特徴、システム、物品、材料、キット、及び／又
は方法が相互に矛盾しない限り、本開示の本発明の範囲内に含まれる。
【００４０】
　例は、最良の形態を含む実施形態を開示するために、また、いかなる当業者も、任意の
デバイス又はシステムを作製及び使用して任意の組み込まれている方法で実行することを
含めて、装置及び／又は方法を実行することを可能にするために使用される。これらの例
は、排他的であること、又は本開示を開示の厳密な段階及び／若しくは形状に限定するこ
とを意図するものではなく、上記の教示に照らして多くの修正形態及び変形形態が可能で
ある。本明細書に記載する特徴は、任意の組合せで組合せることができる。本明細書に記
載する方法の段階は、物理的に可能な任意の順序で実行することができる。
【００４１】
　本明細書で定義及び使用するすべての定義は、定義される用語の辞書の定義、参照によ
り組み込まれている文献中の定義、及び／又は通常の意味に優先することを理解されたい
。本明細書及び特許請求の範囲では、不定冠詞「ａ」及び「ａｎ」は、反対に明示されな
い限り、「１つ以上」を意味することを理解されたい。本明細書及び特許請求の範囲では
、「及び／又は」語句は、等位接続されたそれらの要素の「いずれか又は両方」を意味し
、すなわちこれらの要素は、場合によっては接続詞的に存在し、他の場合には離接的に存
在することを理解されたい。
【００４２】
　また、反対に明示されない限り、２つ以上の段階又は動作を含む本明細書に記載するあ
らゆる方法において、その方法の段階又は動作の順序は、必ずしもその方法の段階又は動
作が列挙される順序に限定されるわけではないことも理解されたい。
【００４３】
　特許請求の範囲並びに上記の明細書では、「含む、備える（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」
、「含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」、「有する（ｃａｒｒｙｉｎｇ）」、「有する（ｈａ
ｖｉｎｇ）」、「含有する（ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ）」、「伴う（ｉｎｖｏｌｖｉｎｇ）
」、「保持する（ｈｏｌｄｉｎｇ）」、「から構成される（ｃｏｍｐｏｓｅｄ　ｏｆ）」
などのすべての移行句は、オープンエンドであり、すなわち、それらを含むがそれだけに
限定されるものではないことを意味することを理解されたい。米国特許庁の特許審査手続
便覧第２１１１．０３章に記載のように、「からなる（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｏｆ）」
及び「から本質的になる（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｅｓｓｅｎｔｉａｌｌｙ　ｏｆ）」と
いう移行句のみが、それぞれクローズ又はセミクローズの移行句であるものとする。
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